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１．2026年１月期第２四半期（中間期）の連結業績（2025年２月１日～2025年７月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年１月期中間期 3,973 18.0 1,250 47.4 1,294 44.4 889 47.6

2025年１月期中間期 3,366 4.4 847 40.8 896 38.4 602 25.0
(注) 包括利益 2026年１月期中間期 866百万円( 37.3％) 2025年１月期中間期 631百万円( 33.5％)

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2026年１月期中間期 63.53 63.42

2025年１月期中間期 42.49 42.40

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年１月期中間期 9,849 6,835 69.3

2025年１月期 9,240 6,313 68.3
(参考) 自己資本 2026年１月期中間期 6,828百万円 2025年１月期 6,306百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年１月期 － 14.00 － 26.00 40.00

2026年１月期 － 21.00

2026年１月期(予想) － 21.00 42.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年１月期の連結業績予想（2025年２月１日～2026年１月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 8,048 10.8 2,106 7.9 2,166 5.7 1,462 3.4 104.50
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 -社（社名） - 、除外 -社（社名） -

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年１月期中間期 14,086,400株 2025年１月期 14,073,200株

② 期末自己株式数 2026年１月期中間期 69,686株 2025年１月期 79,222株

③ 期中平均株式数（中間期） 2026年１月期中間期 13,997,567株 2025年１月期中間期 14,177,738株

※ 第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社グループが現在入手している情報及び合理的で
あると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社グループとして約束する趣旨のものではありません。
また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況

（１）当中間連結会計期間の経営成績の概況

当中間連結会計期間における我が国の経済は、企業収益及び雇用・所得環境が改善する下で、景気は緩やかに回

復基調で推移いたしました。景気の先行きについては、緩やかな回復が継続していくことが期待されますが、米国

の通商政策、物価上昇の継続や金融資本市場の変動等の影響には引き続き注意が必要な状況となっております。

当社グループが属するIT業界におきましては、ソフトウエア投資は増加傾向が続き、企業収益の改善や人手不足

等を背景に、今後もITへの投資は堅調に推移することが期待されます。

このような状況の中、desknet's NEOにつきましては、クラウド版の新オプションサービスとして会議室予約表示

「RoomMgr（ルーム マネージャー）」を2025年２月に、「政府情報システムのためのセキュリティ評価制度

（ISMAP）」に基づいた専用クラウド基盤にて提供する「政府セキュリティ評価対応オプション」を2025年６月に提

供開始いたしました。また、契約ユーザー数に応じた容量を標準提供するクラウドストレージ「desknet's ドライ

ブ」を介して大容量ファイルを送信できるクラウド版の新機能「ファイル転送」を搭載したdesknet's NEOバージョ

ン9.0を2025年３月にリリースいたしました。さらに、パッケージ版につきましても「desknet's ドライブ」のオプ

ションライセンスを2025年６月より提供開始いたしました。「ファイル転送」を利用することで、メールでは送り

づらい大容量のファイルも、簡単・安全・確実に送信することが可能となります。

2025年５月にIT製品比較・レビューサイト「ITreview」が主催する「ITreview Best Software in Japan 2025」

において、当社主力製品であるdesknet's NEO及びAppSuiteがそれぞれTOP100に選出されました。また、2025年６月

にスマートキャンプ株式会社が実施する「BOXIL SaaS AWARD Summer 2025」において当社主力３製品(desknet's

NEO、AppSuite、ChatLuck)が３部門で計11個の賞を受賞したほか、2025年７月には「ITreview」が主催する

「ITreview Grid Award 2025 Summer」においても当社主力３製品がそれぞれ４部門で最高位である「Leader」を受

賞いたしました。desknet's NEOは2019年の受賞以来、今回の受賞で25回連続での受賞となりました。

2025年３月に経済産業省と日本健康会議が共同で実施する「健康経営優良法人 2025（大規模法人部門（ホワイト

500））」に認定されました。「健康経営優良法人」は６年連続、「ホワイト500」は初めての認定となります。

この他、2025年６月に当社はマレーシア・ジョホール州政府の投資促進機関「Invest Johor（インベスト ジョホ

ール）」と、同州イスカンダル地域への東南アジア・エクセレンスセンター（Southeast Asian Centre of

Excellence）の設立に向けた戦略的協力に関する基本合意を締結いたしました。

以上の結果、当中間連結会計期間における売上高は3,973,783千円（前年同期比18.0％増）、営業利益は

1,250,207千円（前年同期比47.4％増）、経常利益は1,294,914千円（前年同期比44.4％増）、親会社株主に帰属す

る中間純利益は889,213千円（前年同期比47.6％増）と堅調に推移いたしました。

当中間連結会計期間におけるセグメント別の経営成績は以下のとおりであります。

なお、連結子会社DELCUI Inc.の事業内容については当面の間、当社の開発外注先としての重要性が高まることが

見込まれるため、従来「海外事業」セグメントに含めていた業績を当中間連結会計期間より「ソフトウエア事業」

セグメントに含める方法に変更しております

報告セグメントの算定方法の変更の詳細につきましては、「２．中間連結財務諸表及び主な注記（４）中間連結

財務諸表に関する注記事項 （セグメント情報等の注記） ２.報告セグメントの変更等に関する事項」をご覧くだ

さい。

（ソフトウエア事業）

ソフトウエア事業は、当社と子会社であるDELCUI Inc.が展開する事業で構成されております。

売上区分別の状況は以下のとおりであります。

売上区分

前中間連結会計期間
（自 2024年２月１日
至 2024年７月31日）

当中間連結会計期間
（自 2025年２月１日
至 2025年７月31日）

売上高

（千円）

構成比

（％）

売上高

（千円）

構成比

（％）

増減率

（％）

クラウドサービス 1,541,880 65.4 2,090,569 70.1 35.6

プロダクト 777,638 33.0 814,719 27.3 4.8

技術開発 39,000 1.6 75,600 2.6 93.8

合計 2,358,518 100.0 2,980,889 100.0 26.4



株式会社ネオジャパン(3921) 2026年１月期 第２四半期(中間期)決算短信

-3-

① クラウドサービス

クラウドサービスの主要サービス別の売上は以下のとおりであります。

前中間連結会計期間
（自 2024年２月１日
至 2024年７月31日）

当中間連結会計期間
（自 2025年２月１日
至 2025年７月31日）増減額（千円） 増減率（％）

売上高（千円） 売上高（千円）

desknet's NEOクラウド
（*1）

1,289,084 1,743,495 454,410 35.3

AppSuiteクラウド
（*1）

107,531 182,174 74,642 69.4

ChatLuckクラウド
（*1）

39,868 46,453 6,585 16.5

その他月額売上 91,154 90,348 △806 △0.9

月額売上合計月額売上合計月額売上合計月額売上合計月額売上合計 11111,,,,,555552222277777,,,,,666663333399999 22222,,,,,000006666622222,,,,,444447777711111 555553333344444,,,,,888883333322222 3333355555.....00000

その他役務作業等 14,240 28,097 13,857 97.3

クラウドサービス合計クラウドサービス合計クラウドサービス合計クラウドサービス合計クラウドサービス合計 11111,,,,,555554444411111,,,,,888888888800000 22222,,,,,000009999900000,,,,,555556666699999 555554444488888,,,,,666668888899999 3333355555.....66666

（*1）2024年９月１日より導入いたしましたセットプランにつきましては、価格改定後の既存プラン価格に基づき

各サービスに按分した金額を集計しております。

desknet's NEOクラウド版の売上高は、前年度（2024年９月）の価格改定効果等により前年同期比454,410千円増

加し、1,743,495千円（前年同期比35.3％増）と大幅な増加となりました。当中間連結会計期間の１社当たりの平均

利用ユーザー数は前年同期と同水準の84ユーザーとなっております。また、月平均の解約率（*2)は0.34％となって

おり、価格改定前である前年同期の月平均解約率0.35％とほぼ同水準となっております。今後も引き続き解約率を

低い水準に維持できるよう取り組んでまいります。

AppSuiteクラウド版の売上高は、利用ユーザー数の増加及び前年度の価格改定効果により前年同期と比較して

74,642千円増加し、182,174千円（前年同期比69.4％増）と大幅な増加となりました。また、前年度（2024年９月）

に導入した、desknet's NEOクラウド版とAppSuiteクラウド版をリーズナブルに同時利用できるセットプランの売上

が堅調に推移したこともあり、当中間連結会計期間末時点においてAppSuiteクラウド版の利用ユーザー数は、

desknet's NEOクラウド版のユーザー数の約17％と前年同期から約５％増加しております。今後も引き続きセットプ

ランの訴求を高め、利用ユーザー数の拡大に努めてまいります。

ChatLuckクラウド版の売上高は、前年同期と比較して6,585千円増加し、46,453千円（前年同期比16.5％増）とな

りました。売上高全体に占める割合は小さいものの、成長が見込める分野であることから継続的に機能強化に取り

組み、desknet's NEOとの同時利用ユーザー数の拡大に努めてまいります。その他月額売上につきましては、主に主

要サービス以外の個別案件の減少により前年同期と比較して806千円減少し、90,348千円（前年同期比0.9％減）と

なりました。その他役務作業等の売上高につきましては、データ移行サービス等が増加したことにより13,857千円

増加し、28,097千円（前年同期比97.3％増）となりました。

以上の結果、クラウドサービス全体での売上高は前年同期比548,689千円増加し、2,090,569千円（前年同期比

35.6％増）となりました。

(*2)desknet's NEOクラウドのユーザーにおける「当月の解約により減少したMRR(*3)÷前月末のMRR」の当中間連結

会計期間の平均で算出しております。

(*3)MRR(Monthly Recurring Revenue)は対象月の月末時点における継続課金ユーザーにかかる月額料金、もしくは

年額料金の1/12の合計額で算出しております。
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② プロダクト

プロダクト（オンプレミス型ライセンス及び関連役務等）の主要製品別の売上は以下のとおりであります。

前中間連結会計期間
（自 2024年２月１日
至 2024年７月31日）

当中間連結会計期間
（自 2025年２月１日
至 2025年７月31日）増減額（千円） 増減率（％）

売上高（千円） 売上高（千円）

desknet's NEO 84,822 101,363 16,541 19.5

AppSuite 38,450 46,480 8,029 20.9

ChatLuck 18,348 7,025 △11,322 △61.7

その他ライセンス売上 5,533 4,169 △1,364 △24.7

ライセンス売上合計ライセンス売上合計ライセンス売上合計ライセンス売上合計ライセンス売上合計 111114444477777,,,,,111115555544444 111115555599999,,,,,000003333388888 1111111111,,,,,888888888844444 88888.....11111

サポートサービス 452,860 533,914 81,053 17.9

カスタマイズ 47,045 32,168 △14,876 △31.6

その他役務作業等 130,578 89,597 △40,980 △31.4

プロダクト合計プロダクト合計プロダクト合計プロダクト合計プロダクト合計 777777777777777,,,,,666663333388888 888881111144444,,,,,777771111199999 3333377777,,,,,000008888811111 44444.....88888

desknet's NEOライセンスの売上高は、前年同期と比較して1,000ユーザー未満の新規・追加ライセンスが増加し

たことを主な要因として16,541千円増加し、101,363千円（前年同期比19.5％増）となり、堅調に推移しておりま

す。

AppSuiteライセンス及びChatLuckライセンスにつきましては、desknet's NEOライセンスとの同時購入されること

が多い傾向にあります。AppSuiteライセンスの売上高は、前年同期と比較して1,000ユーザー未満の新規ライセンス

が大幅に増加したことを主な要因として8,029千円増加し、46,480千円（前年同期比20.9％増）となり、堅調に推移

しております。また、ChatLuckライセンスの売上高は、前年同期と比較して1,000ユーザー以上の新規ライセンスが

減少したことを主な要因として11,322千円減少し、7,025千円（前年同期比61.7％減）となりましたが、おおむね当

初の計画通りに推移しております。

サポートサービスの売上高は、前年同期比81,053千円増加し、533,914千円（前年同期比17.9％増）となりまし

た。これは主に、desknet's NEOのサポートサービスの売上高が前年同期比67,388千円増加し、439,010千円（前年

同期比18.1％増）となったことによるものであります。また、カスタマイズの売上高は、前年同期と比較して中規

模な案件が減少したことを主な要因として14,876千円減少し、32,168千円（前年同期比31.6％減）となりました。

その他役務作業等の売上高は、他社製品であるID統合管理システムの販売及び役務作業の減少を主な要因として、

40,980千円減少し89,597千円（前年同期比31.4％減）となりました。

以上の結果、プロダクト全体での売上高は前年同期比37,081千円増加し、814,719千円（前年同期比4.8％増）と

なりました。

③ 技術開発

技術開発につきましては、積極的に受託開発を行う方針ではありませんが、主に従来からの継続案件の売上増加に

より、売上高は前年同期比36,600千円増加し、75,600千円（前年同期比93.8％増）となりました。

以上の結果、ソフトウエア事業の売上高は2,980,889千円（前年同期比26.4％増）、セグメント利益は1,262,457

千円（前年同期比47.2％増）となりました。
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（システム開発サービス事業）

システム開発サービス事業は、子会社である株式会社Pro-SPIREが展開する事業で構成されており、同社が長年培

ってきたクラウドインテグレーション、システムインテグレーションのノウハウを基礎に技術者の育成を図り、先

端技術を活用し新たな顧客ニーズを満たすシステムエンジニアリングサービスを主に提供しております。

当中間連結会計期間の売上高は、既存取引先のプロジェクト規模縮小などにより前年同期と比較して39,987千円

減少し963,052千円となりました。売上原価は人員増に伴い人件費が増加した一方、外注費を削減したことなどによ

り全体で47,466千円減少いたしました。また、販売費及び一般管理費は、人件費等の増加により前年同期比9,275千

円増加いたしました。

以上の結果、システム開発サービス事業の売上高は963,052千円（前年同期比4.0％減）、セグメント利益は

29,120千円（前年同期比5.8％減）となりました。

（海外事業）

海外事業は、ASEAN地域の海外子会社３社の事業で構成されており、現地企業向けにdesknet's NEO及びAppSuite

のクラウドサービスの提供を中心に行っております。

当中間連結会計期間の売上高は、営業人員の育成による営業力強化、展示会への出展による認知度向上、販売代

理店の開拓等に努めてきた結果、前年同期と比較して22,786千円増加し36,428千円となりました。前期設立したフ

ィリピン子会社については、当初計画を下回っておりますが、マネジメント体制の見直しを含め現地企業への浸透

に注力してまいります。

以上の結果、海外事業の売上高は36,428千円（前年同期比167.0％増）、セグメント損失は41,420千円（前年同期

はセグメント損失41,715千円）となりました。

（２）当中間連結会計期間の財務状態の概況

①資産、負債及び純資産の状況

（資産）

当中間連結会計期間末における資産合計は前連結会計年度末より608,715千円増加し、9,849,077千円となりまし

た。これは主に、現金及び預金が601,641千円増加した他、提携サービスに係る前払利用料の増加を主な要因として流

動資産その他が61,413千円増加した一方で、売掛金及び契約資産が46,125千円減少したことによるものであります。

（負債）

当中間連結会計期間末における負債合計は前連結会計年度末より86,911千円増加し、3,013,386千円となりました。

これは主に、クラウドサービス等の契約負債が200,492千円増加した一方で、未払消費税等が45,448千円減少したこと

を主な要因として流動負債その他が55,040千円減少したことに加え、未払法人税等が33,599千円減少したこと、及び

賞与引当金が27,825千円減少したことによるものであります。

（純資産）

当中間連結会計期間末における純資産合計は前連結会計年度末より521,804千円増加し、6,835,691千円となりまし

た。これは主に、親会社株主に帰属する中間純利益が889,213千円計上された一方で、363,843千円の剰余金の配当を

実施したことにより利益剰余金が525,369千円増加したことによるものであります。
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②キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末と比較して

606,272千円増加し、5,985,933千円となりました。

当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動により獲得した資金は1,173,393千円となりました。これは主に、税金等調整前中間純利益の計上

1,294,914千円、契約負債の増加200,419千円及び減価償却費の計上164,294千円により資金が増加した一方で、法人

税等の支払439,295千円により資金が減少したことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動により使用した資金は188,713千円となりました。これは主に、無形固定資産の取得による支出136,771

千円及び有形固定資産の取得による支出66,281千円により資金が減少したことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動により使用した資金は362,994千円となりました。これは主に、配当金の支払363,693千円によるもので

あります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、引き続き米国関税政策の影響の不透明感はあるものの、現時点において大きな

影響はないと考えているため2025年３月13日付「2025年１月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」において公表い

たしました通期の連結業績予想から修正は行っておりません。

今後、業績予想に関して修正の必要が生じた場合には速やかに開示いたします。

なお、連結業績予想は現時点において入手可能な情報に基づき作成しており、実際の連結業績は今後様々な要

因によって予想数値と異なる場合があります。
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２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年１月31日)

当中間連結会計期間
(2025年７月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,396,914 5,998,555

売掛金及び契約資産 904,740 858,614

有価証券 154,052 162,283

貯蔵品 2,687 2,238

その他 113,322 174,735

貸倒引当金 △1,594 △4,165

流動資産合計 6,570,121 7,192,262

固定資産

有形固定資産 89,200 104,736

無形固定資産

のれん 64,545 57,630

その他 325,364 307,075

無形固定資産合計 389,910 364,705

投資その他の資産

投資有価証券 1,540,928 1,518,349

その他 650,560 669,657

貸倒引当金 △359 △633

投資その他の資産合計 2,191,129 2,187,373

固定資産合計 2,670,240 2,656,815

資産合計 9,240,361 9,849,077



株式会社ネオジャパン(3921) 2026年１月期 第２四半期(中間期)決算短信

-8-

(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年１月31日)

当中間連結会計期間
(2025年７月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 152,397 149,111

未払法人税等 458,844 425,244

契約負債 1,301,743 1,502,235

賞与引当金 142,395 114,569

その他 459,398 404,357

流動負債合計 2,514,779 2,595,519

固定負債

退職給付に係る負債 384,159 390,306

その他 27,535 27,559

固定負債合計 411,695 417,866

負債合計 2,926,474 3,013,386

純資産の部

株主資本

資本金 297,846 298,922

資本剰余金 287,846 293,440

利益剰余金 5,699,099 6,224,469

自己株式 △87,561 △75,479

株主資本合計 6,197,231 6,741,352

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 96,149 79,177

為替換算調整勘定 13,222 7,878

その他の包括利益累計額合計 109,372 87,055

非支配株主持分 7,282 7,282

純資産合計 6,313,886 6,835,691

負債純資産合計 9,240,361 9,849,077
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

中間連結損益計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2024年２月１日
至 2024年７月31日)

当中間連結会計期間
(自 2025年２月１日
至 2025年７月31日)

売上高 3,366,193 3,973,783

売上原価 1,500,397 1,682,810

売上総利益 1,865,795 2,290,973

販売費及び一般管理費 1,017,880 1,040,766

営業利益 847,915 1,250,207

営業外収益

受取利息 34,842 33,265

有価証券売却益 3,904 -

為替差益 5,901 -

その他 8,034 19,785

営業外収益合計 52,683 53,051

営業外費用

支払利息 18 48

投資事業組合運用損 1,397 -

創立費 2,513 -

為替差損 - 6,056

株式報酬費用消滅損 - 1,739

その他 109 498

営業外費用合計 4,039 8,343

経常利益 896,559 1,294,914

税金等調整前中間純利益 896,559 1,294,914

法人税等 294,187 405,701

中間純利益 602,371 889,213

親会社株主に帰属する中間純利益 602,371 889,213
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中間連結包括利益計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2024年２月１日
至 2024年７月31日)

当中間連結会計期間
(自 2025年２月１日
至 2025年７月31日)

中間純利益 602,371 889,213

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 30,997 △16,971

為替換算調整勘定 △1,816 △5,344

その他の包括利益合計 29,181 △22,316

中間包括利益 631,552 866,896

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 631,552 866,896
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（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2024年２月１日
至 2024年７月31日)

当中間連結会計期間
(自 2025年２月１日
至 2025年７月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 896,559 1,294,914

減価償却費 120,706 164,294

のれん償却額 6,915 6,915

貸倒引当金の増減額（△は減少） 184 2,757

賞与引当金の増減額（△は減少） △9,959 △27,825

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 2,154 6,147

受取利息及び受取配当金 △34,842 △33,265

支払利息 18 48

為替差損益（△は益） △5,757 4,747

有価証券売却損益（△は益） △3,904 -

投資事業組合運用損益（△は益） 1,397 △9,767

売上債権及び契約資産の増減額（△は増加） △21,373 46,347

棚卸資産の増減額（△は増加） 232 448

前払費用の増減額（△は増加） △13,950 △56,650

仕入債務の増減額（△は減少） △718 △3,286

未払金の増減額（△は減少） △16,991 14,733

未払費用の増減額（△は減少） 13,276 10,711

未払消費税等の増減額（△は減少） 18,218 △49,700

預り金の増減額（△は減少） 12,248 13,048

契約負債の増減額（△は減少） 185,133 200,419

その他 595 77

小計 1,150,141 1,585,115

利息及び配当金の受取額 23,360 27,854

利息の支払額 △18 △280

法人税等の支払額 △236,211 △439,295

営業活動によるキャッシュ・フロー 937,271 1,173,393

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,182 △66,281

有形固定資産の売却による収入 128 -

無形固定資産の取得による支出 △149,798 △136,771

投資有価証券の取得による支出 △537,499 -

投資有価証券の売却による収入 371,511 -

投資事業組合からの分配による収入 7,500 20,000

定期預金の預入による支出 △3,600 △3,600

敷金及び保証金の差入による支出 △41,240 △450

保険積立金の積立による支出 △7,748 △7,817

保険積立金の払戻による収入 1,275 6,604

その他 △587 △397

投資活動によるキャッシュ・フロー △361,243 △188,713



株式会社ネオジャパン(3921) 2026年１月期 第２四半期(中間期)決算短信

-12-

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2024年２月１日
至 2024年７月31日)

当中間連結会計期間
(自 2025年２月１日
至 2025年７月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

株式の発行による収入 586 2,151

自己株式の取得による支出 △951,199 -

配当金の支払額 △341,023 △363,693

その他 △594 △1,452

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,292,231 △362,994

現金及び現金同等物に係る換算差額 8,233 △15,412

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △707,969 606,272

現金及び現金同等物の期首残高 5,240,215 5,379,660

現金及び現金同等物の中間期末残高 4,532,245 5,985,933
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更に関する注記）

(「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」(企業会計基準第27号 2022年10月28日)、「包括利益の表示

に関する会計基準」(企業会計基準第25号 2022年10月28日)及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」(企

業会計基準適用指針第28号 2022年10月28日)を当中間連結会計期間の期首から適用しております。なお、当該

会計方針の変更による中間連結財務諸表への影響はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

(税金費用の計算)

税金費用については、当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じることにより算定しております。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ 前中間連結会計期間(自 2024年２月１日 至 2024年７月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
（注１）

中間連結損益
計算書計上額
（注２）

ソフトウエア
事業

システム開発
サービス事業

海外事業 計

売上高

外部顧客への売上高 2,355,811 996,740 13,641 3,366,193 － 3,366,193

セグメント間の内部
売上高又は振替高

2,707 6,300 － 9,007 △9,007 －

計 2,358,518 1,003,040 13,641 3,375,200 △9,007 3,366,193

セグメント利益又は
セグメント損失(△)

857,621 30,917 △41,715 846,824 1,090 847,915

(注) １．セグメント利益又はセグメント損失(△)の調整額1,090千円はセグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益又はセグメント損失(△)は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当中間連結会計期間(自 2025年２月１日 至 2025年７月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
（注１）

中間連結損益
計算書計上額
（注２）

ソフトウエア
事業

システム開発
サービス事業

海外事業 計

売上高

外部顧客への売上高 2,975,744 961,611 36,428 3,973,783 － 3,973,783

セグメント間の内部
売上高又は振替高

5,145 1,441 － 6,586 △6,586 －

計 2,980,889 963,052 36,428 3,980,370 △6,586 3,973,783

セグメント利益又は
セグメント損失(△)

1,262,457 29,120 △41,420 1,250,157 49 1,250,207

(注) １．セグメント利益又はセグメント損失(△)の調整額49千円はセグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益又はセグメント損失(△)は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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２．報告セグメントの変更等に関する事項

当中間連結会計期間より、業績管理区分を見直したことにより、従来「海外事業」セグメントに含まれていた

連結子会社DELCUI Inc.の業績を「ソフトウエア事業」セグメントに含める方法に変更しております。

なお、前中間連結会計期間のセグメント情報については、変更後の区分方法により作成したものを記載しており

ます。

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前中間連結会計期間（自 2024年２月１日 至 2024年７月31日）

(単位：千円)

報告セグメント

合計
ソフトウエア

事業
システム開発
サービス事業

海外事業

ストック収益（注１） 1,980,950 941,607 10,628 2,933,186

フロー収益（注２） 374,861 55,132 3,012 433,006

顧客との契約から生じる収益 2,355,811 996,740 13,641 3,366,193

外部顧客への売上高 2,355,811 996,740 13,641 3,366,193

（注）１．ストック収益の主な内容は、以下のとおりであります。

セグメント 主な内容 収益認識時点

ソフトウエア事業、海外事業
クラウドサービス提供による利用料、パッケージソフ
トのサポートサービス料、ASPライセンス料等の収益

一定の期間

システム開発サービス事業

同一の取引先に対して、各決算期末の直前12か月以上
継続して売上を計上している準委任契約、派遣契約
（契約更新により12か月以上のものを含む）による収
益

一定の期間

２．フロー収益の主な内容は、以下のとおりであります。

セグメント 主な内容 収益認識時点

ソフトウエア事業、海外事業

パッケージ製品のライセンス料の収益 一時点

製品カスタマイズなど請負契約、製品インストール作
業・データ移行作業・教育等の役務作業による収益

一定の期間

システム開発サービス事業
ストック収益に該当しない準委任契約、派遣契約及び
請負契約による収益

一定の期間
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当中間連結会計期間（自 2025年２月１日 至 2025年７月31日）

(単位：千円)

報告セグメント

合計
ソフトウエア

事業
システム開発
サービス事業

海外事業

ストック収益（注１） 2,594,769 924,695 20,478 3,539,943

フロー収益（注２） 380,974 36,916 15,949 433,840

顧客との契約から生じる収益 2,975,744 961,611 36,428 3,973,783

外部顧客への売上高 2,975,744 961,611 36,428 3,973,783

（注）１．ストック収益の主な内容は、以下のとおりであります。

セグメント 主な内容 収益認識時点

ソフトウエア事業、海外事業
クラウドサービス提供による利用料、パッケージソフ
トのサポートサービス料、ASPライセンス料等の収益

一定の期間

システム開発サービス事業

同一の取引先に対して、各決算期末の直前12か月以上
継続して売上を計上している準委任契約、派遣契約
（契約更新により12か月以上のものを含む）による収
益

一定の期間

２．フロー収益の主な内容は、以下のとおりであります。

セグメント 主な内容 収益認識時点

ソフトウエア事業、海外事業

パッケージ製品のライセンス料の収益 一時点

製品カスタマイズなど請負契約、製品インストール作
業・データ移行作業・教育等の役務作業による収益

一定の期間

システム開発サービス事業
ストック収益に該当しない準委任契約、派遣契約及び
請負契約による収益

一定の期間

３．当中間連結会計期間より、報告セグメントの区分方法を変更しており、前中間連結会計期間について変

更後の区分方法により作成したものを記載しております。詳細は、「２．中間連結財務諸表及び主な注

記（４）中間連結財務諸表に関する注記事項 （セグメント情報等の注記） ２.報告セグメントの変更

等に関する事項」に記載のとおりであります。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。


